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皿 はじめに  

ラフセット理論は、デシジョンテーブルから知識発  

見を行うための手法の一つである。デシジョンテーブ  

ルからリダクトと呼ばれる属性の部分集合を探し、決  

定ルールを生成できる。しかし、リダクトの計算には  

高遠なアルゴリズムがないこと、また、ノイズが数多  

く入ったデシジョンテーブルに対しては分額能力が弱  

く、適応できないといった問題点がある。   

本研究では近似的なリダクトを求めるために、幾つ  

かの指標を導入する。これらの指標を少ない計算量で  

求めるために分割表を導入する。この分別表は、各ク  

ラスの対象数を基に作られたものである。得られた近  

似的なリダクトは、ノイズが入ったデシジョンテーブ  

ルに対しても代表性が強いものである  

認 分割表   

高速のアルゴリズムを作るために、本研究は分割表  

を呼人する。この分別表ほ、各クラスの対象数を基に  

作られたものである。もとのデシジョンテーブルはC  

に応じて、分割表Cr（C）に変換する。  
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ここで、列と行の致それぞれはIC中lとIか○】であ  

る0各成分訂‘jはそれぞれのクラス∬c‘∩抱メの対  

象数である。また、分割表を生成する時間計算塵は  

0（lCll叫物l叫）である。   

後述の指襟を計算するために、分別轟から、必要な  

パラメーターを定轟する。  

属叫（C）＝【ェ揖…，勘血】r，豆＝（1，‥・，円）  

CoJi（C）＝【∬1i，…，∬れi】T，豆＝（1，…，m）  

ⅣC（ホ（C）＝CoJ‘（C）T・e  

詔 ラブセットとリダクト  

デシジョンテーブルは対象の集合（ぴ）、条件属性  

の集合（C）、と決定属性の集合（β）から構成され  

て、・（ぴ，Cuβ）で表す。Cの各属性のとる値の組  

（ベクトル）によりひが分割できる。その分割を  

CO ＝（∬c，，ズc”・‥，∬cm）とおく。ヱ）に関して  

は、その決定値によりUを分割する。その分割を  

エド＝（iも．，iも”■‥，1もれ）（れ＝lβl）とおく。リ  

ダクトとはCの部分集合であって、Cと同じ分類能  

力を持って、粂件属性の本質的な部分である。リダク  

トから決定ルールを生成できて、パターンの分類と予  

測で使われる。   

しかし、ノイズが数多く入ったデシジョンテーブル  

に対して、リダクトの分類能力が弱く、適応できない  

といった問題点がある。それに現在まで提案された近  

似的なリダクトは、時間計算畠が大きいといった問題  

がある。  

maX∬ノi   

釣（C）＝   豆＝（1，…，m）   
ⅣCoJ古（C）’  

Cの部分集合も同じように生成できる。また、Cの  

どんな部分集合に対して分割表を作っても、各行の対  

象数は常に同じであるから、Ⅳβ‘で表す。  

4 行ベクトルと列ベクトルの指標   

デシジョンテーブルのある属性の集合の分類能力を  

推測するために、ラフセット理論と決定木からの代替  

的な指標を呼人して、分割表でその値を計算する。列  

のベクトルから、条件属性で判別できるペア数が得ら  
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れる。指標αとβそれぞれほ判別できるペア数の平  

均と正規化したペア数の平均であるこ行のベクトルか  

ら、C●の各クラスの正解率が得られる。指標7と∂  

それぞれはGiniindexとcros昌一entrOPyの式を応用す  

る。各指標は以下の式で表す。  

エ聖卜恒gpl）＋苗 
（一如g鍋）  

max（a，C）＋max（b，d）．＿＿maX（a，C）＋max（b，d）  ≦ト  
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以上の一番目の不等号は凹関数の性質、二番目の不等  

号は減少関数の性質から得られた結果である。  

〃βi・〃βj  
α（C）＝ ∑（  

】≦i＜J≦れ  ∑（Ⅳβ鳥・〃瑚  
1＜た＜l＜n  

（月例叫（C）T月例′ノバC））  

Ⅳβi・〃βJ  

〃βi・〃♪ノ  

β（C）＝ ∑（  
1≦i＜J≦れ  

5’結論   

本研究で導入した分割表は、各クラスの対象数を基  

に作られたものである。この分別表の列ベクトルと  

行ベクトルを使って、種々の指標を作れる。間借を決  

め、作った指標と比較することより、近似的なリダク  

トを定義できる。   

この分別表を使って、より高速で近似的なリダクト  

を求める。得られた近似的なリダクトは、ノイ．ズが  

入ったデシジョンテーブルに対しても分類能力が強い  

ものである。数値実験の結果については発表のときに  

紹介させていただく。  
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得られた指標は単調の関数を使って、【0，1】の間に  

基準化する。変換した指標を利用して、近似的なリダ  

クトを定義する。例えば、C′′⊂C′に対して、変摸し  

た値がα（C′）≧0・9、かフ、α（C′′）＜0・9ならば、C′  

はCのα。．9－リダクトと呼ぶことにする。また、指標  

7とJは、2クラスの分類問題に限定する。   

指標Jの単調性とは、C（n）⊂C（れ－1）⊂…⊂C′⊂  

Cならば、J（C（n））≧J（C（n‾l））≧‥・≧J（C′）≧  

J（C）。が成り立つことを言う。   

補題 指標αこ7、と∂は単調性を持つ。   

証明．C′⊂Cならば、Cr（C′）の各列は、Cr（C）の  

いくつかの列の和である。2クラスの分類問題にで、二  

つの列ベクトルの和から、指標関数の性質（凹関数と  

減少関数）早便って、この補題を証明できる。例えば、  

Cr（C）の列ベクトルは（α，わ）T、pl＝maX（化，C）／（α＋  

c）と（c，のT、p2＝maX（わ，d）／（わ＋d）で、CT（C′）の  

列ベクトルは（α＋c，わ＋d）T、（d＋わ＋c＋d）は！Jと  

設定して、p3＝maX（α＋み，C＋d）ルとすると、   

∂（C）   

一11馴一 2logm  
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